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タッチパネル式の検索機

11月18日㈰

 足寄町図書館「ルイカ」がオープンします

　11月18日「足寄町図書館（愛称：ルイカ）」（佐々木康仁館長）が町民センター

２階にいよいよオープンします。これまでの図書室は狭い一室であったため、十

分な蔵書も確保できずに利用者には大変な不便をかけていましたが、図書館は町

民センター２階の大部分を確保し旧図書室の４倍の広さとなりました。また、閲

覧や調べもの、学習、親子で本が読めるスペースを新設したほか、多様なニーズ

に応えられるよう幅広いジャンルの図書を大幅に増やしました。

　今回は、多くの町民に図書館を利用していただけるよ

う、新しくなった図書館をご紹介します。

　11月18日正午からオープンとなりますので、ぜ

ひ気軽にお立ち寄りください。

施設情報

図書館の４つのコーナーを紹介します

◎資料が探しやすくなりました

　図書館を大きく４つのコーナーに分類し、館内表示を増やしました。

似たような内容の資料をまとめて配置したほか、検索機を２台設置し

たことで資料が探しやすくなりました。

◎貸出冊数を増やしました

　これまで４冊だった貸出冊数が10冊に増えました。貸出期

間は14日間です。

・調べもの・学習コーナー

　調べものをするための資料や趣味の本が充実し、北海道や十勝、足寄町、アイヌ民族に関する資料（郷土

資料）もそろっています。書きものや勉強をするための机などを配置したほか、インターネットを使用して

調べものができるようにパソコンを３台設置しました。１回30分まで使用することができます。

・読みものコーナー
　小説やエッセイなどの文学作品をそろえました。弱視のための大活字本や新書本、文庫本なども充実して

います。

　☆中学生・高校生向けにおすすめの読みものを集めた「ヤングアダルトコーナー」も新設しました。

・えほんのへや
　約６，０００冊の絵本や紙芝居、大型絵本をそろえた部屋ができました。靴を脱いで、床に座って絵本を

楽しむ「おはなしコーナー」では、友だちや親子で絵本を楽しむことができ、読み聞かせの会場としても使

用されます。

・雑誌・視聴覚コーナー
　雑誌や新聞の種類が充実し、設置されているソファでゆっくりと閲覧することができます。

　☆図書館にある映像資料（ＤＶＤ）を見ることができるスペースが新設されました。２人用ブースが２つ

用意されています。

図書館からのお願い

・図書館内での飲食

や通話はご遠慮く

ださい。

・図書館の図書や映

像資料、設備など

は汚したり破損さ

せたりしないよう

丁寧に扱ってくだ

さい。

※ 図書館化に伴い、利用者カードも新しくなりました。ご来館の際

は身分証明書を持参の上、カウンターで登録手続きを行ってくだ

さい。旧図書室の利用者カードは使用できません。

開館時間　火・水・金・土・日・祝日　午前10時～午後６時

　　　　　木（祝日を除く）　　　　　午前10時～午後８時

休館日　月曜日・年末年始・特別整理期間

詳　細　図書館　☎２５－３１８９

◎図書の予約・リクエストができます

　読みたい図書などが貸し出し中の場合や図書館

に無い場合に、予約やリクエストをすることがで

きます。

◎団体利用できます

　学校や保育所、地域活動団体、企業などに図

書の貸し出しをします。利用には登録が必要で

す。

　11月18日正午の開館時か

ら、図書を借りた方に記念

品をお渡しします。記念品

は先着順にお渡しし、無く

なり次第終了となりますの

でご了承ください。

開館記念品プレゼント

2

久田

佐藤

図書館司書の村田です！

図書館での資料収集、分類整

理や図書の貸し出し、読書の

案内などを行う専門員として、

皆さんの本探しのお手伝いを

します‼

何かあれば図書館スタッフにご相談ください 

鈴木

岸山
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ホストファミリーと初対面

クイーンエリザベス小中学校の児童らと交流

カウガール体験

返礼夕食会で合唱を披露。会場からは大きな拍手が沸き起こりました

BBQパーティーでのゲーム交流

　

足
寄
高
校
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
が
９
月

21
日
か
ら
28
日
ま
で
の
日
程
で
行
わ
れ
、
姉

妹
都
市
先
の
カ
ナ
ダ
・
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン

市
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
63
人
と
引
率
・
随
行
６
人
の
69

人
か

ら
な
る
訪
問
団
は
、
ウ
ェ
タ
ス
キ
ウ
ィ
ン
・

足
寄
友
好
協
会
の
心
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
学
校
訪
問
を
通
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
や
異
文
化
を
体
験
し

ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
こ
の
研
修
に
参
加
し
、
未

来
に
つ
な
が
る
大
き
な
成
長
を
遂
げ
た
よ
う

で
す
。主なスケジュール

研 修 を 終 え て

９／21㈮　足寄町→羽田空港→成田空港→ウェタスキ

ウィン市歓迎夕食会→ホームステイ先へ

　　22㈯　
ホストファミリーとのフリータイム

　　23㈰　

　　24㈪　学校訪問、返礼夕食会

　　25㈫　ウェタスキウィン市→バンフ

　　26㈬　バンフ→カルガリー

　　27㈭　成田空港着（ホテル泊）

　　28㈮　羽田空港→足寄町

１
Ａ　

今
野　

礼
仕
さ
ん

　

僕
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
の
が
少
し
不

安
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
英
語
で
上
手
に
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
自
信
が
無
か
っ

た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
実
際
は
と
て
も
楽

し
い
充
実
し
た
数
日
間
で
し
た
。

　

歓
迎
夕
食
会
の
時
、
僕
は
と
て
も
緊
張
し

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

ノ
ラ
ナ
さ
ん

家
族
に
会
っ
て
会
話
を
し
て
い
く

う
ち
に
、
不
安
な
気
持
ち
は
無
く
な
り
、
楽

し
み
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
話
し
か
け
ら

れ
る
と
、
短
い
言
葉
で
答
え
る
感
じ
で
し
た

が
、
徐
々
に
自
分
か
ら
会
話
を
広
げ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
と
て
も
優
し
く
、

常
に
僕
た
ち
を
気
遣
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
期
間
中
は
と
て
も
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
色
々
な
場
所
に
案
内
し
て
も
ら
っ

た
り
、
み
ん
な
で
遊
ん
だ
り
と
て
も
思
い
出

に
残
る
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
い
つ
か
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

１
Ａ　

齊
藤　

亜
光
さ
ん

　

初
め
は
不
安
な
気
持
ち
と
期
待
す
る
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
今
回
の
研
修
。

　

歓
迎
夕
食
会
で
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
の
バ
ネ
ッ

サ
さ
ん

が
私
た
ち
を
見
つ
け
た
途
端
、
ハ
グ
を

し
て
く
れ
た
の
が
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。

　

夕
食
会
で
の
ホ
ッ
ケ
ー
は
、
マ
ル
コ
が
凄

い
上
手
で
、
５
歳
も
年
が
離
れ
て
い
る
の
に

容
赦
な
く
本
気
で
、
だ
け
ど
み
ん
な
で
楽
し

く
動
け
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ
リ
ア
ナ
と
好
き

な
歌
手
の
曲
を
一
緒
に
歌
え
て
「
音
楽
は
国

な
ん
か
関
係
な
い
」
の
意
味
を
実
感
し
ま
し

た
。

１
Ｂ　

小
松　

恭
輔
さ
ん

　

僕
は
初
め
て
海
外
へ
行
く
こ
と
や
初
対
面

の
人
と
う
ま
く
話
せ
る
か
不
安
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
ん
な
中
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ウ

ェ
イ
ン
さ
ん

と
デ
ニ
ズ
さ
ん

は
僕
た
ち
の
こ
と
を

心
配
し
て
く
れ
て
、
優
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

ウ
ェ
イ
ン
さ
ん

の
職
業
は
牧
師
で
葬
儀
を
見

学
し
ま
し
た
が
、
進
行
の
仕
方
が
日
本
と
全

く
違
い
、
日
本
と
カ
ナ
ダ
の
違
い
を
感
じ
ま

し
た
。
他
に
バ
ギ
ー
の
運
転
や
車
と
飛
行
機

の
博
物
館
の
見
学
を
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き

感
じ
た
の
は
、
カ
ナ
ダ
の
大
き
さ
と
カ
ナ
ダ

の
方
た
ち
の
心
の
広
さ
で
す
。
畑
の
大
き
さ

な
ど
北
海
道
の
畑
な
ど
比
べ
物
に
な
ら
な
い

く
ら
い
の
大
き
さ
で
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

お
か
げ
で
と
て
も
楽
し
く
、
充
実
感
の
あ
る

期
間
で
し
た
。
そ
し
て
カ
ナ
ダ
の
文
化
に
触

１
Ｂ　

永
井　

さ
や
か
さ
ん

　

初
め
て
の
海
外
。
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
。
私
は
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
い
ざ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
会
う

と
と
て
も
緊
張
し
て
し
ま
い
、
目
を
合
わ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
が
、

私
は
ま
た
カ
ナ
ダ
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
優

し
い
人
た
ち
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
最
終
日
に
、
ま
た
い
つ
か

カ
ナ
ダ
に
来
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
会
お
う
と

言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
、
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。

　

こ
の
研
修
で
、

私
は
言
葉
が
分

か
ら
な
く
て
も

リ
ア
ク
シ
ョ
ン

や
表
情
だ
け
で

も
、
相
手
の
言

い
た
い
こ
と
が

伝
わ
る
と
い
う

こ
と
を
学
び
ま

し
た
。
そ
の
反
面
、
単
語
不
足
を
実
感
し
ま

し
た
。
相
手
が
何
を
言
い
た
い
の
か
理
解
で

き
て
も
、
単
語
が
分
か
ら
な
い
と
会
話
が
止

ま
っ
て
お
互
い
困
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
経
験

を
活
か
し
て
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
、
会
話

が
続
く
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
レ
イ
ク
・
ル

イ
ー
ズ
で
見
た
景
色
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
思
い
出
な
ど
カ
ナ
ダ
で
の
出
来
事
は
二

度
と
忘
れ
な
い
大
切
な
記
憶
に
な
り
ま
し
た
。

れ
る
こ
と

が
で
き
新

た
な
世
界

を
知
る
こ

と
が
で
き

た
の
で
、

研
修
に
参

加
で
き
て

本
当
に
よ

か
っ
た
で

す
。

　

最
後
は
カ
ナ
ダ

に
来
る
前
か
ら
は

想
像
で
き
な
い
ほ

ど
、
本
当
に
日
本

に
戻
り
た
く
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

言
葉
の
壁
が
あ
り
、

本
当
に
伝
え
た
い

こ
と
が
伝
え
ら
れ

な
く
て
、
そ
の
分

心
か
ら
感
じ
た
こ
と
は
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
経
験
を
一
生
の
宝
物
で
終
わ
ら
せ

ず
、
こ
れ
か
ら
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
連

絡
を
取
り
合
い
た
い
で
す
。

世界に羽ばたけ！足高生
― 足寄高校生海外研修派遣事業 ―



7 6

功績をたたえて
　11月３日、文化賞、スポーツ賞などの

表彰式が町消防庁舎で行われました。

文

化

賞

個 
人

星　

勉
さ
ん

　

佐
々
木
孝
流
三
絃
会
代
表
を
務

め
三
味
線
・
民
謡
の
伝
承
に
務
め

る
と
共
に
、
郊
南
民
謡
会
・
足
寄

三
絃
会
の
代
表
も
務
め
会
員
の
技

術
向
上
に
尽
く
し
て
い
る
。
さ
ら

に
長
年
に
わ
た
り
町
文
化
協
会
の

要
職
を
務
め
会
の
発
展
継
続
に
尽

く
し
た
。
ま
た
、
町
民
謡
連
合
会

の
代
表
と
し
て
、
町
内
の
民
謡
会

の
ま
と
め
役
を
果
た
し
、
同
会
が

活
躍
す
る
礎
を
築
い
た
功
績
は
誠

に
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

文

化

奨

励

賞

個 
人

石
川
八
重
子
さ
ん

　
石
川
孝
雍
会
代
表
を
務
め
、
三

味
線
・
民
謡
の
伝
承
に
務
め
て
い

る
。
ま
た
、
町
内
外
の
施
設
を
慰

問
訪
問
す
る
な
ど
、
そ
の
活
動
の

功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

田
村
ト
ミ
子
さ
ん

　

田
村
孝
唱
会
代
表
を
務
め
、
三

味
線
・
民
謡
の
伝
承
に
務
め
て
い

る
。
ま
た
、
町
内
外
の
施
設
を
慰

問
訪
問
す
る
な
ど
、
そ
の
活
動
の

功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
ま
す
。

ジ
ュ
ニ
ア
文
化
奨
励
賞

個 

人

沼
田　

莉
子
さ
ん

（
足
寄
中
１
年
）

　

平
成
29

年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

美
術
作
品
の
部
（
絵
画
）
特
選

瀬
古　

環
さ
ん

（
芽
登
小
２
年
）

　

平
成
29

年
度
十
勝
子
ど
も
大
会

美
術
作
品
の
部
（
版
画
）
特
選

団 
体

足
寄
高
等
学
校
吹
奏
楽
局

　

第
63
回
北
海
道
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
帯
広
地
区
大
会
高
校
Ｃ
編
成

の
部
金
賞

足
寄
ジ
ュ
ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

　

同
大
会
小
学
校
の
部
金
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

個 
人

奥
寺　

正
朋
さ
ん

　

第
73
回
北
海
道
弓
道
選
手
権
大

会
男
子
四
段
以
下
の
部
第
３
位

林　
　

純
司
さ
ん

　

第
48
回
北
海
道
弓
道
連
盟
東
部

地
区
弓
道
選
手
権
大
会
国
体
北
海

道
予
選
会
東
部
地
区
代
表
選
考
一

般
男
子
の
部
優
勝

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

個 
人

丸
山　

倫
果
さ
ん

（
足
寄
高
３
年
）

　

第
35
回
北
海
道
東
部
地
区
遠
的

弓
道
選
手
権
大
会
少
年
女
子
の
部

優
勝

白
井　

大
介
さ
ん

（
足
寄
高
２
年
）

　

第
14
回
全
十
勝
段
別
弓
道
大
会

初
段
～
参
段
の
部
優
勝

菅
野
菜
々
子
さ
ん

（
足
寄
高
２
年
）

　

平
成
30
年
度
第
53
回
北
海
道
高

等
学
校
弓
道
競
技
選
手
権
大
会
十

勝
支
部
大
会
女
子
個
人
の
部
優
勝

青
木　

梨
奈
さ
ん

 

（
帯
広
大
谷
高
１
年
）

　

第
71
回
北
海
道
高
等
学
校
選
手

権
水
泳
競
技
大
会
兼
第
86
回
日
本

高
等
学
校
選
手
権
水
泳
競
技
大
会

北
海
道
予
選
会
女
子
２
０
０
ｍ
自

由
形
第
２
位
ほ
か

岩
間
奈
都
美
さ
ん

（
足
寄
中
３
年
）

　

第
１
回
北
見
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

水
泳
競
技
大
会　

15
～
18
歳
女
子

１
０
０
ｍ
自
由
形
第
１
位

寺
本　

宋
弥
さ
ん

（
足
寄
中
１
年
）

　

第
27

回
オ
ホ
ー
ツ
ク
ジ
ュ
ニ
ア

水
泳
競
技
大
会
11
～
12
歳
男
子
50

ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
第
１
位
ほ
か

大
野　

瑠
花
さ
ん

（
足
寄
小
６
年
）

　

第
36
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競

技
大
会
十
勝
予
選
会　

小
学
６
年

女
子
砲
丸
投
第
１
位

山
田　

柊
斗
さ
ん

（
足
寄
小
５
年
）

　

第
１
回
北
見
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

水
泳
競
技
大
会　

11
～
12
歳
男
子 

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
第
１
位
ほ
か

澤
山　

礼
慈
さ
ん

（
足
寄
小
３
年
）

　
第
36
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競

技
大
会
十
勝
予
選
会　

小
学
３
年

男
子
８
０
０
ｍ
第
１
位

団 

体

足
寄
高
等
学
校
弓
道
部
男
子

　

平
成
30
年
度
北
海
道
高
等
学
校

弓
道
選
抜
大
会
十
勝
支
部
大
会
男

子
団
体
優
勝
ほ
か

足
寄
高
等
学
校
弓
道
部
女
子

　

同
大
会
女
子
団
体
優
勝
ほ
か

足
寄
中
学
校
水
泳
少
年
団
男
子

　

第
37
回
全
十
勝
中
学
校
水
泳
大

会
兼
第
39
回
北
海
道
中
学
校
水
泳

大
会
十
勝
地
区
予
選
男
子
４
０
０

ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
１
位
ほ
か

足
寄
中
学
校
水
泳
少
年
団
女
子

　

同
大
会
女
子
４
０
０
ｍ
メ
ド
レ

ー
リ
レ
ー
第
１
位
ほ
か

足
寄
中
学
校
女
子
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
部

　

平
成
29

年
度
北
海
道
中
学
校
体

育
大
会
第
48
回
北
海
道
中
学
校
ス

ケ
ー
ト
・
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
大
会 

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
女
子
２

０
０
０
ｍ
リ
レ
ー
第
２
位

足
寄
水
泳
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

第
36
回
道
東
選
手
権
水
泳
競
技

大
会　

男
子
９
～
10
歳
４
×
50
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
第
１
位
ほ
か

文化祭

学習発表会・学芸会

足寄中学校 9/30

足寄小学校 10/20

芽登小学校・芽登保育所 10/27

螺湾小学校・螺湾保育所 10/27

大誉地小学校・上利別保育所 10/27

スポーツ賞等受賞者文化賞等受賞者
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

　台風により道内の広範囲で大雨災害が発生したことを想定した「平成30年度北海道防災総合訓練」が

10月11日に十勝・日高管内の８町村で始まりました。本町では午前10時に防災行政無線で町民に呼びかけ、

約１００人が避難所である総合体育館に集まり、参加者は訓練の一環として「避難者カード」に家族の連

絡先や持病・薬の有無など緊急時に必要な情報を記入しました。当初本町ではヘリコプターでの救出救助

や物資輸送などの訓練も予定されていましたが、９月６日に発生した「平成30年北海道胆振東部地震」の

影響もあり、訓練の規模を縮小して行われました。

　物資輸送や炊き出し訓練では、㈱ローソンから届いた支援物資（お茶）を参加者の協力の下、屋内に

運び入れて炊き出しのカレーライスと共に提供されました。また、災害に関わる展示ブースが設けられ、

本町における土砂災害危険箇所図や利別川・足寄川洪水浸水想定区域図などが展示されたほか、企業から

は災害発生時に飲料水の無料提供が可能な災害対応型自動販売機や実際に被災地で使用されていた炊き出

し器など災害時に使用される機器等、外には車載型基地局車や小型衛星移動無線基地局車などが展示され

ました。防災教室を受講した足寄小学校６年生（54人）は災害に関する知識や必要な物を学んだ後、展示

ブースで災害用伝言ダイヤルや簡単に作れる防災グッズ作りを体験しました。

　参加者は、近年多発している大雨や地震などの自然災害に備えて日ごろから防災について考え、訓練

をきっかけに防災対策の必要性を再確認しました。また、９月に北海道胆振東部地震の影響で町内全域に

わたる停電を経験したばかりということもあり、避難所での使用が考えられている段ボール製の簡易ベッ

ドの組み立てを体験したり、寝心地や耐久性などを確認するなど、いつ発生するかわからない災害に対し

て危機感を持ち、訓練に参加していました。

音楽を楽しもう

　『赤十字ふれ“愛”バザール』（町赤十字

奉仕団ほか主催）が老人憩の家で開催され、

約１００人が会場を訪れました。会場には町

民から提供された新鮮野菜や衣類、食器、日

用品のほか、奉仕団が手作りした石鹸などが

販売され、訪れた人はお気に入りの商品を買

い求めていました。

社会福祉のために

　足寄小学校で町内の小学生を対象に青少年

芸術鑑賞会（町教育委員会主催）が開催され、

多数の海外公演経験のあるトラベリングバン

ド「ひのき屋」による公演が開催されました。

和楽器を中心とした曲や子どもが参加する曲

など迫力ある演奏に子どもたちは体を動かし

ながら楽しみました。

9/25

10/6

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真を

多数掲載しています。ぜひご覧ください。

豊かに実る
　螺湾小学校（小林善仁校長、児童11人）の

校舎前に作られた0.5ａの田んぼで稲刈りが

行われました。５月に児童らが植え付けた苗

は今年は天候不順の影響で1週間遅れの収穫

となりましたが、２人一組となって70cm ほ

どに育った北海道品種「ゆきさやか」の稲穂

を手鎌で丁寧に刈り取りました。

10/5

10/4親子で楽しむ
　「親子あそびうたコンサート」が町認定こ

ども園どんぐりで行われ、２６１人が来場し

ました。仙台市を拠点に活動する二人組「あ

きらちゃん＆タンバリンくん」が、オリジナ

ル曲「秘伝ラーメン体操」などを演奏。参加

者もステージに上がり一緒に踊るなど、会場

は一体となって盛り上がりました。

平成30年度北海道防災総合訓練
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中村　仁美さん

　

９
月
30
日
、
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
内
に
あ

る
湖
オ
ン
ネ
ト
ー
を
舞
台
に
「
２
０
１
８
オ

ン
ネ
ト
ー
物
語
」
（
あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
ほ

か
主
催
）
が
オ
ン
ネ
ト
ー
国
設
野
営
場
で
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
１
，
０
０
０
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

オ
ン
ネ
ト
ー
の
散
策
路
で
自
然
を
満
喫
す

る
「
自
然
ふ
れ
あ
い
教
室
」
で
は
、
雌
阿
寒

岳
登
山
コ
ー
ス
、
オ
ン
ネ
ト
ー
湖
岸
遊
歩
道

コ
ー
ス
、
湯
の
滝
遊
歩
道
コ
ー
ス
の
３
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
、
75
人
の
参
加
者
が
登
山
や

森
林
浴
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
「
森
の
キ
ッ
チ
ン
＆
ア
ト
リ
エ
」

と
題
し
て
「
森
の
キ
ッ
チ
ン
」
「
ク
ラ
フ
ト

シ
ョ
ッ
プ
」
「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
エ
リ

ア
ご
と
に
町
内
外
か
ら
約
20
店
舗
が
出
店
し
、

訪
れ
た
人
は
大
自
然
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
魅

力
を
体
験
し
た
ほ
か
、
雨
で
冷
え
た
体
を
無

料
で
振
舞
わ
れ
た
豚
汁
と
茹
で
た
じ
ゃ
が
い

も
で
温
め
て
い
ま
し
た
。

　

オ
ン
ネ
ト
ー
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
「
Ｓ
ｉ
ｎ

ｇ
ｅ
ｒ　

Ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｍ
ｉ
」
と
「
オ
ヤ
ジ
た

ち
の
リ
バ
テ
ィ
」
の
２
組
が
出
演
し
、
大
自

然
に
響
き
渡
る
歌
声
で
会
場
を
魅
了
し
て
い

ま
し
た
。

　

オ
ン
ネ
ト
ー
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
１
９

４
点
の
作
品
応
募
が
あ
り
、
三
浦
早
智
子
さ
ん

（
音
更
町
）
の
「
一
瞬
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

２０１８

オンネトー物語

オンネトーフォトコンテスト最優秀賞

作品「一瞬のプラネタリウム」

（写真：下段中央）

足
寄
町
開
町
１
１
０
年
記
念

足
寄
町
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
設
立
40

周
年
記
念 

歳
末
助
け
合
い

カ
ラ
オ
ケ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
に
歌
手
の
中
村
仁
美

（
旧

：

戸
川
よ
し
乃
）
さ
ん

を
招
き
、
歌
謡
シ

ョ
ー
を
行
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

12
月
２
日
㈰

　
　
　
　

開
場　

午
前
11
時
30
分

　
　
　
　

記
念
式
典　

正
午
〜

　
　
　
　

開
演　

午
後
１
時
〜

場　

所　

町
民
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

５
０
０
円

詳　

細　

町
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

　
　
　
　

☎
25

－

４
４
６
０

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
寄
せ
て

足
寄
町
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

札
幌
足
寄
会

　

今
年
で
創
立
20
年
を
迎
え
た
札
幌
足
寄
会

の
第
14
回
総
会
・
懇
親
会
（
参
加
者
80
人
）

が
９
月
28
日
に
札
幌
市
中
央
区
で
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
会
は
本
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方

な
ど
が
参
加
し
、
懐
か
し
い
旧
友
や
先
輩
、

後
輩
と
故
郷
の
思
い
出
や
近
況
を
報
告
し
合

っ
て
い
ま
し
た
。

東
京

 

北
海
道
産
直
フ
ェ
ア

大
阪

 

北
海
道
暮
ら
し
フ
ェ
ア

　

10
月
５
か
ら
８
日
代
々
木
公
園
（
東
京
都

渋
谷
区
）
で
開
催
さ
れ
た
「
第
24
回
北
海
道

あ
の
町
・
こ
の
町
・
こ
の
味
覚　

産
直
フ
ェ
ア
」

（
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
運
営
）
に
出

展
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
国
内
最
大

級
の
屋
外
型
北
海
道
物
産
イ
ベ
ン
ト
「
第
30

回
北
海
道
フ
ェ
ア
in
代
々
木
～
ザ
･
北
海
食

道
」
と
同
時
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
北

海
道
の
出
身
者
で
組
織
す
る
ふ
る
さ
と
会
24

団
体
か
ら
北
の
大
地
と
海
の
恵
み
が
東
京
に

大
集
合
し
ま
し
た
。

　

首
都
圏
在
住
の
足
寄
町
出
身
者
等
で
つ
く

る
東
京
あ
し
ょ
ろ
会
（
湯
浅
徳
弥
会
長
）
と
、

町
・
町
観
光
協
会
が
販
売
ブ
ー
ス
を
運
営
し
、

ラ
ワ
ン
ぶ
き
の
水
煮
や
漬
物
、
チ
ー
ズ
な
ど

の
本
町
を
代
表
す
る
逸
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

期
間
中
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
多
く
の
来
場

　

10
月
６
日
に
マ
イ
ド
ー
ム
お
お
さ
か
（
大

阪
府
大
阪
市
）
で
開
催
さ
れ
た
「
北
海
道
暮

ら
し
フ
ェ
ア
」
に
出
展
し
ま
し
た
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
北
海
道
に
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
々

を
対
象
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
本
町

の
相
談
ブ
ー
ス
へ
は
21
組
が
訪
れ
ま
し
た
。

相
談
者
の
ほ
と
ん
ど
が
中
高
年
の
方
で
、
定

年
後
に
の
ん
び
り
と
自
然
が
多
い
北
海
道
で

余
暇
を
過
ご
し
た
い
と
い
う
ご
夫
婦
や
農
業
・

林
業
に
関
係
す
る
職
に
就
き
た
い
な
ど
理
由

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
移
住
を
本
気
で
考
え

て
い
る
方
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
足
寄
町

で
の
く
ら
し
、
仕
事
な
ど
相
談
者
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
、
少
し
で
も
本
町
へ
の
移
住
を
検

討
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
説
明
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
相
談
者
の
中
に
は
子
ど
も
連
れ
の
方

者
が
訪
れ
、
首
都

圏
の
方
々
に
町
の

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
た

ほ
か
、
町
出
身
者

に
は
ふ
る
さ
と
の

懐
か
し
い
味
を
届

け
大
盛
況
に
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

も
多
く
、
本

町
の
子
育
て

支
援
に
つ
い

て
も
説
明
を

す
る
と
、
手

厚
い
 
と
関

心
し
て
驚
か

れ
る
方
が
多

く
い
ま
し
た
。

所　伸一会長
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平成31年度町医師等修学資金修学生募集
　町では、将来医師または看護師等として足寄町に勤務を希望する方に対し、修学資金の貸し付けを行っ

ています。

詳細・申込先　役場福祉課保健福祉室　☎２５－２５７１

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

 

控
除
証
明
書
」
が
発
行
さ
れ
ま
す

【
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保
管
を
！
】

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
１
月

１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
保
険

料
が
対
象
で
す
（
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ

れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
）
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
本
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
つ
い
て
は
「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬

に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
必

ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
証
書
）
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬

に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご

家
族
宛
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付

の
う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、
控
除

証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
年
金

事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
（
い
い
）
月
30

（
み
ら
い
）
日
は

 

「
年
金
の
日
」
で
す

　

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
い
つ
で
も
年

金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、
将
来
の
年
金

受
給
見
込
額
に
つ
い
て
、
年
金
記
録
を
基
に

さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
帯
広
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳　

細

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

 
h
ttp

://w
w

w
.n

e
n
k
in

.g
o
.jp

帯
広
年
金
事
務
所
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募集種目 医師 看護師等

募集人数 １人 ２人

応募資格
大学において医学を専攻し、将来足寄町に

医師として勤務しようとする方

看護師等として、将来足寄町に

勤務しようとする方

貸与金額 月額　２００，０００円以内 月額　１００，０００円以内

申込提出

書 類

・申請書（様式第１号）

※町ホームページよりダウンロードできます。

・成績証明書

※申し込み書類受理後、申請に係る書類等の提出について改めて連絡します。

償還方法 医師免許取得後６年以上18年以内の期間 看護師免許取得後３年以内の期間

償還猶予
足寄町に勤務し医師としての業務に

従事するとき等

免許取得後または卒業後足寄町に勤務し

看護師等としての業務に従事するとき等

償還免除

医師免許取得後18年以内に

貸し付けを受けた期間

医師として在職したとき全額免除

（一部免除規定あり）

免許取得後または卒業後

貸し付けを受けた期間の１.５倍相当の期間

看護師等として在職したとき全額免除

（一部免除規定あり）

申込期限 11月30日㈮

面 接 12月を予定　※日時は別途案内します。

皆
さ
ん
の
介
護
を
支
え
る
介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
そ
の
人
ら
し
く

生
活
で
き
る
よ
う
、
ご
本
人
や
ご
家
族
を
支

え
、
自
立
し
た
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
で

す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
介
護
保
険
法
に

定
め
ら
れ
た
資
格
で
す
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
業
務
と
は

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
＊
を
利
用
す
る
方
等

か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
利
用
者
の
希
望
や
心

身
の
状
態
を
考
慮
し
て
、
適
切
な
介
護
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
介
護
支
援
計

画
書
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
り
ま
す
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
後
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

は
利
用
者
の
ご
自
宅
を
定
期
的
に
訪
問
し
、

必
要
に
応
じ
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
修
正
し
ま
す
。

病
院
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
も
行
い
ま
す
。

　

そ
し
て
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
以
外
で
も

色
々
な
相
談
に
応
じ
、
利
用
者
が
自
宅
で
生

活
で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
所
属
す
る
事
業
所
と
の
契

約
が
必
要
で
す
。 

そ
れ
で
は
、
ど
こ
に
頼

め
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

担
当
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
介
護
度
で

異
な
り
ま
す

〈
要
介
護
１
～
５
の
方
〉

　

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
所
属
す
る
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
担
当
し
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計

画
書
」
を
作
成
し
ま
す
。
町
内
に
は
４
カ
所

の
事
業
所
が
あ
り
ま
す
。

・
医
療
法
人
社
団
三
意
会　

居
宅
介
護
支
援

あ
づ
ま
の
里

・
あ
し
ょ
ろ
敬
愛
会
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
内
）

・
足
寄
町
社
会
福
祉
協
議
会
指
定
居
宅
介
護

支
援
事
業
所

・
足
寄
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

〈
要
支
援
１
・
２
、
事
業
対
象
者
の
方
〉

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
・
社

会
福
祉
士
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
担
当
し
「
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
支
援
計
画
書
」
を
作
成
し

ま
す
。 

　

「
ま
だ
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
け
れ

ど
、
心
配
し
て
い
る
事
が
あ
る
」
「
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
の
で
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
を
紹
介
し
て
欲
し
い
」
「
ど
こ
に
相

談
し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
等
、
ど

ん
な
事
で
も
お
気
軽
に
福
祉
課
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課

　
　
　
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
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第
72
回

危
険
で
す
 

　
　
　

そ
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ

～
本
物
に
見
せ
か
け
た
不
審
な 
　
　
　
　

 

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
ご
注
意
 

～

　

皆
さ
ん
は
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
「
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
利
用
し
て

い
ま
す
か
？

　

シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
電
話
番
号
で
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
り
受
け
取
っ
た
り
す
る

も
の
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
挨
拶
や
連
絡
を
す

る
上
で
手
軽
で
便
利
な
機
能
で
す
。
し
か
し
、

一
方
で
全
く
身
に
覚
え
の
な
い
相
手
か
ら
不

審
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
と
い
っ
た
危

険
性
も
あ
り
ま
す
。
今
回
は
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
利
用
し
た
詐
欺
的
商
法
に
関
す
る

事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
相
談
事
例
１
〉
有
料
動
画
の
未
納
料
金
を

請
求
す
る
怪
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
会
社
か

ら
未
納
料
金
が
発
生
し
て
い
る
と
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
来
た
。

　

本
日
中
に
連
絡
し
な
け
れ
ば
法
的
手
続
き

に
移
行
す
る
と
の
こ
と
。

【
解
説
】

　

有
名
な
企
業
の
名
前
を
騙
っ
て
「
未
納
料
金
」

が
発
生
し
て
い
る
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り

付
け
、
不
安
を
煽
る
手
口
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。

・
例　

●
●
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

〇
〇
お

客
様
窓
口
等

　

名
前
を
利
用
さ
れ
た
企
業
は
「
料
金
の
請

求
を
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
送
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
う
っ

か
り
、
電
話
を
し
て
し
ま
う
と
相
手
と
の
話

の
流
れ
で
「
住
所
や
生
年
月
日
な
ど
の
電
話

番
号
以
外
の
個
人
情
報
」
を
教
え
て
し
ま
う

こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

【
解
説
】

　

大
手
運
送
会
社
を
名
乗
っ
て
不
在
通
知
を

送
り
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
サ

イ
ト
）
に
誘
導
し
、
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
せ

た
り
、
不
正
な
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ

せ
る
メ
ー
ル
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
大
手
運

送
会
社
で
は
「
自
社
を
装
っ
た
迷
惑
メ
ー
ル

に
ご
注
意
下
さ
い
」
と
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
し
ま
っ
た
場
合

や
不
正
な
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
し

ま
う
と
、
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

同
様
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ア
ド
レ
ス
帳
に
登
録

し
て
い
る
方
に
送
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

〈
相
談
事
例
２
〉
荷
物
の
不
在
通
知
を
装
っ

た
怪
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
先
日
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
シ
ョ
ー
ト
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
宅
配
業
者
か
ら
不
在
通
知
が

送
ら
れ
て
き
た
。
通
信
販
売
で
注
文
し
た

覚
え
は
な
い
。

詳　

細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）
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こ
の
よ
う
な
架
空
請
求
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受

信
し
た
時
は
、
自
分
で
調
べ
た
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
消
費
生
活
相
談
所

や
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

消
費
生
活
相
談
所
に
電
話
が
通
じ
な
い
と

き
は
役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当
か
消
費
者

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
１
８
８
」
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。
※
局
番
は
不
要
で
す
。「
嫌
や
！
（
イ

ヤ
ヤ
！
）
泣
き
寝
入
り
！
」
で
覚
え
ま
し
ょ
う
。

用
語
説
明

Ｕ
Ｒ
Ｌ

：

重
複
し
な
い
よ
う
に
つ
け
た

「
サ
イ
ト
」
の
名
前

サ
イ
ト

：

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
一
冊

の
本
の
よ
う
に
公
開
さ
れ
て

い
る
ペ
ー
ジ

ア
プ
リ

：

何
ら
か
の
機
能
を
動
か
す
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

：

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
デ
ー

タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か

ら
手
元
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

転
送
す
る
こ
と

　

晩
秋
か
ら
初
冬
、
雪
の
よ
う
に
舞
う
白
い

綿
き
れ
の
よ
う
な
虫
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
「
雪
虫
」
で
す
。
そ
の
正
体
は

ア
ブ
ラ
ム
シ
。

　

ア
ブ
ラ
ム
シ
は
季
節
に
応
じ
て
、
翅は

ね

を
持

た
ず
に
繁
殖
に
専
念
す
る
も
の
（
無
翅
虫
）

や
翅
を
持
ち
植
物
か
ら
植
物
へ
移
動
す
る
も

の
（
有
翅
虫
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を

測
さ
れ
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り
ま
す
。

厳
し
い
冬
の
到
来
も
気
が
か
り
で
す
が
、
不

思
議
な
生
態
を
も
つ
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
思
い
を

は
せ
る
の
も
面
白
い
で
す
ね
。

詳　

細　

九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

 

（
田
代
直
明
・
佐
々
木
寛
和
）
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持
っ
た
世
代
が
生
ま
れ
る
複
雑
な

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
中
で
、
有
翅
虫
が
白
い

綿
状
の
物
質
を
ま
と
っ
て
い
る
種

類
が
、
俗
に
雪
虫
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

雪
虫
の
筆
頭
、
ト
ド
ノ
ネ
オ
オ

ワ
タ
ム
シ
は
、
晩
秋
か
ら
初
夏
は

ヤ
チ
ダ
モ
、
初
夏
か
ら
晩
秋
は
ト

ド
マ
ツ
の
根
際
で
生
活
を
し
て
い

ま
す
。
晩
秋
に
ト
ド
マ
ツ
か
ら
ヤ

チ
ダ
モ
へ
移
動
す
る
有
翅
虫
の
姿

が
、
私
た
ち
が
目
に
す
る
雪
虫
と

い
う
わ
け
で
す
。
こ
の
よ
う
に
季

節
に
合
わ
せ
て
異
な
る
植
物
間
を

移
動
す
る
こ
と
を
奇
主
転
換
と
い

い
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
仲
間
に
お
い

て
は
珍
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

雪
虫
が
出
現
す
る
と
初
雪
が
近

い
と
い
わ
れ
て
お
り
、
出
現
か
ら

平
均
２
．
24
週
間
後
に
降
雪
が
観

雪虫～トドノネオオワタムシ～

18

Vol.

 

―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

女
子
１
名
が
上
位
入
賞
し
、
全
道
大
会
出
場

を
決
め
ま
し
た
。
ま
た
、
10
月
５
日
、
６
日

に
芦
別
市
で
行
わ
れ
た
第
40
回
北
海
道
高
等

学
校
弓
道
選
抜
大
会
北
北
海
道
大
会
の
個
人

戦
に
お
い
て
、
２
年
生
の
白

井
大
介
さ
ん

が
見
事
優
勝
し
、

全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

12
月
24
日
か
ら
岡
山
県
で

行
わ
れ
る
全
国
大
会
で
も
、

北
海
道
の
代
表
と
し
て
活
躍

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

学
校
説
明
会

　

８
月
27

日
に
学
校
説
明
会
を
実
施
し
、
約

１
５
０
人
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
説
明
会
で
は
、
教
育
課
程
や
進
路
指

導
等
に
関
す
る
説
明
の
ほ
か
、
吹
奏
楽
局
か

ら
の
歓
迎
の
演
奏
や
部
活
動
紹
介
の
動
画
、

１
年
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
在
校
生
の

活
躍
を
多
く
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
部
活
動

体
験
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
説
明
会
を
通
し
て
、
本
校
の
教
育

活
動
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
た
な
ら

幸
い
で
す
。
今
後
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

通
じ
て
本
校
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

詳　

細　

足
寄
高
等
学
校
☎
25

－

２
２
６
９

吹
奏
楽
局

　

８
月
５
日
、
足
寄
高
等
学
校
吹
奏
楽
局
が

第
63
回
帯
広
地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の
高

等
学
校
Ｃ
編
成
の
部
に
出
場
し
、
同
局
で
は

平
成
４
年
度
以
来
、
26

年
ぶ
り
に
全
道
大
会

の
代
表
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
そ
し
て
８
月

30
日
に
札
幌
市
で
行
わ
れ
た
、
第
63
回
北
海

道
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
十
勝
代
表
と
し
て

出
場
し
、
銀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
「
創
志

奏
愛
」
と
い
う
目
標

の
下
、
一
人
一
人
の

楽
器
、
存
在
を
大
切 

に
し
、
全
員
で
助
け

合
い
な
が
ら
練
習
し

て
き
た
か
ら
こ
そ
達

成
で
き
た
快
挙
で
し

た
。 

弓
道
部

　

９
月
15
日
、
16
日
に
帯
広
の
森
弓
道
場
で

行
わ
れ
た
平
成
30
年
度
北
海
道
高
等
学
校
弓

道
選
抜
大
会
十
勝
支
部
大
会
に
お
い
て
、
男

女
と
も
団
体
戦
で
優
勝
し
ま
し
た
（
男
子
は

５
連
覇
！
）
。
ま
た
、
個
人
戦
で
も
男
子
３
名
、
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お
知
ら
せ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
流
行
し
ま
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

は
、
突
然
の
高
熱
や
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉

痛
な
ど
が
み
ら
れ
、
普
通
の
風
邪
に
比
べ
て

全
身
症
状
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、

気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
、
重
症
化

す
る
こ
と
が
多
い
の
も
特
徴
と
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前
に
予
防

接
種
を
受
け
て
、
発
症
や
重
症
化
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

町
内
接
種
場
所　

町
国
民
健
康
保
険
病
院
・

ホ
ー
ム
ケ
ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
あ
づ
ま
・
し
ん
ど

う
医
院

詳
細　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

☎

25

－

２
５
７
１

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

　

毎
年
12

月
か
ら
３
月
に
か
け
て
水
道
管
の

凍
結
事
故
が
多
発
し
ま
す
。
旅
行
等
で
長
期

間
家
を
空
け
る
と
き
や
真
冬
日
が
続
い
た
と

き
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
必
ず
水
落
と

し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
水
道
管
が
凍
結
ま
た

は
破
裂
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
水
道
業
者

に
連
絡
し
修
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

町
内
水
道
業
者

　

㈱
河
向
組　
　
　

☎

25

－

２
６
６
９

　

㈲
コ
ミ
ヤ
マ　
　

☎

25

－

５
７
６
５

　

㈲
白
沢
文
栄
堂　

☎

25

－

２
４
１
０

　

㈱
マ
ル
ヨ
産
業　

☎

25

－

３
０
２
９

　

㈲
武
藤
住
設　
　

☎

25

－

２
４
３
７

詳
細　

役
場
建
設
課
上
下
水
道
業
務
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
３
５
４
・
３
５
５

道
路
管
理
者
か
ら
の
お
願
い

　

屋
根
に
積
も
っ
た
雪
が
道
路
に
落
ち
、
歩

行
者
や
車
に
損
害
等
が
及
ぶ
場
合
は
家
主
の

責
任
と
な
り
ま
す
。
万
が
一
、
屋
根
に
積
も

っ
た
雪
が
道
路
上
に
落
ち
た
場
合
は
、
す
み

や
か
に
処
理
し
交
通
に
支
障
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

落
ち
た
雪
を
放
置
し
た
り
、
雪
を
道
路
に

出
し
た
り
す
る
こ
と
は
道
路
法
と
道
路
交
通

法
に
違
反
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
策
例　

落
雪
防
止
柵
の
設
置
、
屋
根
雪
止

め
の
設
置
、
落
雪
前
の
早
期
雪
下
ろ
し

詳
細　

役
場
建
設
課
管
理
・
都
市
計
画
担
当

☎

25

－

２
１
４
１
内
線
３
７
４

11

月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間

　

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険

の
総
称
で
、
労
働
者
の
生
活
の
安
定
、
福
祉

の
増
進
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直

接
管
理
運
営
し
て
い
る
保
険
で
す
。

　

労
働
者
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場
と
な
る

よ
う
、
ま
だ
労
働
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

事
業
主
の
方
は
速
や
か
に
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
ま
た
は
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
）
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
細　

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
課

☎

０
１
１

－

７
０
９

－

２
３
１
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
帯
広

☎

０
１
５
５

－

23

－

８
２
９
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
池
田

☎

０
１
５

－

５
７
２

－

２
５
６
１

特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
毎
年
12

月

４
日
か
ら
10

日
ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と
定

め
、
全
国
各
地
で
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高

揚
を
呼
び
掛
け
る
啓
発
活
動
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
お
よ
び
帯
広

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
活
動
の
一
環
と

し
て
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
、
事
前
予
約
も
不
要

で
す
の
で
、
人
権
に
関
し
て
の
悩
み
ご
と
や

困
り
ご
と
が
あ
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時　

12

月
７
日
㈮
午
後
１
時
～
３
時

場
所　

町
社
会
福
祉
協
議
会
会
議
室

詳
細　

帯
広
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎

０
１
５
５

－

24

－

５
８
５
３

障
が
い
者
就
労
支
援
に
関
す
る
巡
回
相
談
会

　

十
勝
障
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
だ
い
ち
で
は
、
就
労
支
援
に
関
す
る
巡
回

相
談
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
仕
事
を
探
し

た
い
け
ど
、
何
が
で
き
る
か
わ
か
ら
な
い
」

「
仕
事
を
す
る
前
に
自
信
を
つ
け
た
い
」「
仕

事
を
し
て
い
る
け
れ
ど
、
悩
ん
で
い
る
こ
と

が
あ
る
」
な
ど
、
本
人
や
家
族
、
企
業
の
方

を
対
象
と
し
た
相
談
で
す
。

日
時　

12

月
18

日
㈫
午
前
11

時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
２
時

場
所　

役
場
会
議
室
１

そ
の
他　

午
後
２
時
か
ら
勉
強
会
を
行
い
ま

す
の
で
併
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
・
申
込
先　

十
勝
障
が
い
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
い
ち

☎

０
１
１
５

－

24

－

８
９
８
９

平
成
31

年
度
成
人
式
参
加
者
お
よ
び

成
人
祝
賀
会
実
行
委
員
募
集

　

町
で
は
、
平
成
31

年
の
成
人
式
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
対
象
者
で
足
寄
町
に
住
民

票
の
あ
る
方
に
は
11

月
中
旬
に
は
が
き
で
詳

細
お
よ
び
案
内
を
お
送
り
し
ま
す
。
身
近
に
、

足
寄
町
に
住
民
票
が
な
く
、
参
加
を
希
望
さ

れ
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
成
人
式
式
典
終
了
後
に
実
行
委
員

会
主
催
の
祝
賀
会
を
予
定
し
て
お
り
、
祝
賀

会
を
盛
り
上
げ
る
実
行
委
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
実
行
委
員
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

平
成
31

年
１
月
13

日
㈰

場
所　

町
民
セ
ン
タ
ー

対
象
者　

平
成
10

年
４
月
２
日
～
平
成
11

年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

詳
細　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
担
当

☎

25

－

３
１
８
８

平
成
31

年
度
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り

お
よ
び
へ
き
地
保
育
所
新
入
園
児
募
集

　

平
成
31

年
度
か
ら
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん

ぐ
り
（
定
員

：
お
お
む
ね
１
６
５
人
）
お
よ

び
へ
き
地
保
育
所
に
入
園
を
希
望
す
る
お
子

さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。
現
在
、
通
園
し
て
い

る
お
子
さ
ん
も
申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り

募
集
内
容　

①
０
～
２
歳
児
※
生
後
６
カ
月

か
ら
、
共
働
き
や
出
産
、
病
気
な
ど
の
理
由

に
よ
り
家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
お
子
さ
ん

の
み
が
対
象
で
す
。　

②
３
～
５
歳
児
※
お

む
つ
が
外
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

▽
芽
登
・
上
利
別
・
螺
湾
保
育
所

募
集
内
容　

①
２
歳
児
※
共
働
き
や
出
産
、

病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
家
庭
で
保
育
が
で

き
な
い
お
子
さ
ん
の
み
が
対
象
で
す
。　

②

３
～
５
歳
児
※
お
む
つ
が
外
れ
て
い
る
こ
と

が
条
件
で
す
。

募
集
期
間　

11

月
14

日
㈬
～
22

日
㈭

詳
細
・
申
込
先　

町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ

り
☎

25

－
２
５
７
４

芽
登
保
育
所

☎

０
５
０

－

３
６
０
８

－

１
１
０
２

上
利
別
保
育
所

☎

０
５
０

－

３
５
４
８

－

６
８
４
０

螺
湾
保
育
所

☎

０
５
０

－

３
６
０
９

－

９
５
６
８

自
衛
官
候
補
生
（
男
女
）
募
集

募
集
資
格　

18

歳
以
上
33

歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け

試
験
日　

11

月
18

日
㈰
ま
た
は
12

月
16

日
㈰

詳
細　

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎

０
１
５
５

－

23

－

８
７
１
８

本別町から陸別町から

いきいきほんべつふれあい祭りふたご座流星群観望会を開催します！

　生涯学習活動に

よるまちづくりを

推進するため、日

ごろ活動を展開し

ている各種団体・

サークルが集い、

取り組みの成果を

発信します。秋野菜やキレイマメなどの特産品

販売、無料包丁研ぎ、飲食コーナーなど多彩な

催しで皆さんのお越しをお待ちしています。

日　時　11月18日㈰　午前10時～午後２時

場　所　本別町中央公民館

内　容　健康づくりコーナー（骨密度測定など）、

科学実験教室、絵本読み聞かせ、農産物・加工

品販売、フリーマーケットなど

詳　細

　本別町役場企画振興課企画・生涯学習担当

　☎２２－８１２１

　年間で安定して流れ星を楽しめる流星群のひ

とつ、ふたご座流星群がやってきます。

　最も多いときには、１時間に40個程度の流星

が観測されると予測されています。

　今年は12月13日から15日の３日間、銀河の森

天文台で観望会を開催しますので、防寒着など

寒さ対策をして、ぜひお越しください。

日　時　12月13日㈭～15日㈯

　　　　午後１時～９時30分

　　　　説明会　午後７時30分～

場　所　銀河の森天文台

参加方法

　予約不要・申込不要

（入館料のみ）

詳　細

　銀河の森天文台

☎２７－８１００

相
　
談

募
　
集
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☆11月、足寄町図書館がいよいよオープ

ンします！図書館には各所にテーブル

やイスが設置されていて、気になる本

を見つけたら近くのイスに座ってすぐ

本に集中できてしまうような、本好き

には嬉しい設備が備わっています。他

にも、パソコンで調べものができたり、

ＤＶＤを視聴できたり、ソファで雑誌

を読めたりと魅力がたくさん！

☆何を読むか悩んでしまうくらい、多く

の絵本が揃っている「えほんのへや」に

は、絵本を床に置いて親子が一緒に絵

本を楽しむことができる「おはなしコ

ーナー」が設置され、小さなお子さん

がいる方にはおすすめのコーナーです！

☆今まで図書室を利用する機会がなかっ

た方も、新しくなった図書館にぜひ足

を運んでみてください！

齊藤　輝
あきら

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年11月４日生まれ）

　毎日元気いっぱいの輝。走っ

たりジャンプしたり大忙し。動

物や乗り物を見るとニコニコ！

いつも笑顔をありがとう。みん

なに愛されてすくすく育ってね！

 大介・綾子さんの子

 （茂喜登牛）

　10月11日㈭足寄小学校１年生の給食でのス

ナップです。

ひとのうごき

10月末の住民基本台帳

人　口　　６，９４１　人　（－16)

　男　　　３，３８１　人　（－３)

　女　　　３，５６０　人　（－13)

世　帯　　３，５２８世帯（－５)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

武藤　龍
りゅう

之
の

介
すけ

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年11月11日生まれ）

　乗り物が大好きな龍之介。今

はカーズが大好きで、お散歩も

寝る時もいつも一緒。毎日ご飯

を残さず食べてくれてありがと

う。お父さんのような優しい子

に育ってね☆ 憲司・美樹さんの子

 （南３条４丁目）
岡本　栞

かん

奈
な

ち
  ゃ
   ん

 （平成28年11月26日生まれ）

　とってもおてんば栞奈☆歌を

歌うのが好き！お布団に入ると

きも！お歌を褒めるととても嬉

しそう☆お兄ちゃんと一緒にす

くすく成長してね。

 一也・那奈栄さんの子

 （西町２丁目）


